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ONTAPエクスポートと7-Modeエクスポートの違い

ONTAPエクスポートと7-Modeエクスポートの違い

ONTAP が NFS エクスポートを実装する方法がよくわからない場合は、7-Mode と

ONTAP のエクスポート構成ツール、およびサンプルの 7-Mode /etc/exports ファイ
ルとクラスタ化されたポリシーおよびルールを比較できます。

ONTAPには `/etc/exports`ファイルも `exportfs`コマンドもありません。代わりに、エクスポートポリシーを定
義する必要があります。エクスポートポリシーを使用すると、7-Modeとほぼ同じ方法でクライアントアクセ
スを制御できますが、複数のボリュームで同じエクスポートポリシーを再利用できるなど、追加機能も利用で
きます。

関連情報

"NFSの管理"

"NetAppテクニカル レポート4067：『NFS Best Practice and Implementation Guide』"

7-ModeとONTAP NFSエクスポートの比較について学ぶ

ONTAPでのエクスポートは、定義方法と使用方法が7-Mode環境とは異なります。

相違点 7-Mode ONTAP

エクスポートの定義方法 エクスポートは `/etc/exports`ファ
イルで定義されます。

エクスポートは、SVM内でエクス
ポート ポリシーを作成することに
よって定義されます。1つのSVMに
複数のエクスポート ポリシーを含
めることができます。

エクスポートの範囲 • エクスポートは指定したファイ
ル パスまたはqtreeに適用され
ます。

• ファイル パスまたはqtreeごと
に、 `/etc/exports`で個別のエ
ントリを作成する必要がありま
す。

• エクスポートは、
`/etc/exports`ファイルで定義さ
れている場合にのみ永続的で
す。

• エクスポート ポリシーは、ボ
リューム内のすべてのファイル
パスおよびqtreeを含むボリュ
ーム全体に適用されます。

• エクスポート ポリシーは、必
要に応じて複数のボリュームに
適用できます。

• システムの再起動後も、すべて
のエクスポート ポリシーが永
続します。
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フェンシング（特定のクライアン
トに対して同じリソースへの別の
アクセスを指定すること）

特定のクライアントに単一のエク
スポートされたリソースへの異な
るアクセスを提供するには、
`/etc/exports`ファイルに各クライ
アントとその許可されたアクセス
をリストする必要があります。

エクスポート ポリシーは、多数の
エクスポート ルールで構成されて
います。エクスポート ルールごと
に、リソースに対する特定のアク
セス権限が定義され、該当する権
限を持つクライアントがリストさ
れます。特定のクライアントに対
して別のアクセスを指定するに
は、アクセス権限の特定のセット
ごとにエクスポート ルールを作成
し、該当するアクセス権限を持つ
クライアントをリストして、エク
スポート ポリシーにルールを追加
する必要があります。

名前のエイリアス設定 エクスポートを定義する際に、エ
クスポート名をファイルパス名と
異なる名前にすることができま
す。 `/etc/exports`ファイル内でこ
のようなエクスポートを定義する
場合は、 `-actual`パラメータを使
用する必要があります。

エクスポートしたボリュームの名
前を実際のボリューム名と異なる
名前にすることもできます。これ
を行うには、SVMネームスペース
内でカスタムジャンクションパス
名を使用してボリュームをマウン
トする必要があります。

デフォルトでは、ボ
リュームは本来のボ
リューム名でマウン
トされます。ボリュ
ームのジャンクショ
ン パス名をカスタマ
イズするには、マウ
ントを解除し、名前
を変更してから、再
マウントする必要が
あります。

ONTAPのNFSエクスポート ポリシーの例について学ぶ

エクスポート ポリシーの例を確認すると、ONTAPでのエクスポート ポリシーの動作を
より深く理解できます。

7-ModeエクスポートのONTAP実装例

次の例は、 `/etc/export`ファイルに表示される7-Modeエクスポートを示しています：

/vol/vol1 -sec=sys,ro=@readonly_netgroup,rw=@readwrite_netgroup1:

@readwrite_netgroup2:@rootaccess_netgroup,root=@rootaccess_netgroup

このエクスポートをクラスター化されたエクスポート ポリシーとして再現するには、3つのエクスポート ル
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ールを含むエクスポート ポリシーを作成し、そのエクスポート ポリシーをボリュームvol1に割り当てる必
要があります。

Rule 要素 Value

ルール1 -clientmatch（クライアント仕
様）

@readonly_netgroup

-ruleindex(ルールリスト内のエ
クスポート ルールの位置)

1 -protocol

nfs -rorule（読み取り専用アクセス
を許可）

sys（AUTH_SYSで認証されたク
ライアント）

-rwrule（読み書きアクセスを許
可）

never -superuser（スーパーユーザ ア
クセスを許可）

none（rootは匿名にスカッシュさ
れます）

ルール2 -clientmatch

@rootaccess_netgroup -ruleindex 2

-protocol nfs -rorule

sys -rwrule sys

-superuser sys ルール3

-clientmatch @readwrite_netgroup1,@read

write_netgroup2

-ruleindex

3 -protocol nfs

-rorule sys -rwrule

sys -superuser none

1. exp_vol1というエクスポート ポリシーを作成します。

vserver export-policy create -vserver NewSVM -policyname exp_vol1

2. ベース コマンドに次のパラメータを使用して 3 つのルールを作成します：

◦ 基本コマンド：+ vserver export-policy rule create -vserver NewSVM -policyname

exp_vol1

◦ ルールパラメータ：+ -clientmatch @readonly_netgroup -ruleindex 1 -protocol nfs
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-rorule sys -rwrule never -superuser none + -clientmatch @rootaccess_netgroup

-ruleindex 2 -protocol nfs -rorule sys -rwrule sys -superuser sys +

-clientmatch @readwrite_netgroup1,@readwrite_netgroup2 -ruleindex 3

-protocol nfs -rorule sys -rwrule sys -superuser none

3. ボリュームvol1にポリシーを割り当てます。

volume modify -vserver NewSVM -volume vol1 -policy exp_vol1

7-Mode エクスポートの統合例

次の例は、10 個の qtree ごとに 1 行が含まれる 7-Mode /etc/export ファイルを示しています：

/vol/vol1/q_1472 -sec=sys,rw=host1519s,root=host1519s

/vol/vol1/q_1471 -sec=sys,rw=host1519s,root=host1519s

/vol/vol1/q_1473 -sec=sys,rw=host1519s,root=host1519s

/vol/vol1/q_1570 -sec=sys,rw=host1519s,root=host1519s

/vol/vol1/q_1571 -sec=sys,rw=host1519s,root=host1519s

/vol/vol1/q_2237 -sec=sys,rw=host2057s,root=host2057s

/vol/vol1/q_2238 -sec=sys,rw=host2057s,root=host2057s

/vol/vol1/q_2239 -sec=sys,rw=host2057s,root=host2057s

/vol/vol1/q_2240 -sec=sys,rw=host2057s,root=host2057s

/vol/vol1/q_2241 -sec=sys,rw=host2057s,root=host2057s

ONTAPでは、各qtreeに2つのポリシーのいずれかが必要です： `-clientmatch host1519s`を含むルールを持つ
ポリシー、または `-clientmatch host2057s`を含むルールを持つポリシーです。

1. exp_vol1q1 と exp_vol1q2 という 2 つのエクスポートポリシーを作成します：

◦ vserver export-policy create -vserver NewSVM -policyname exp_vol1q1

◦ vserver export-policy create -vserver NewSVM -policyname exp_vol1q2

2. 各ポリシーのルールを作成します：

◦ vserver export-policy rule create -vserver NewSVM -policyname exp_vol1q1

-clientmatch host1519s -rwrule sys -superuser sys

◦ vserver export-policy rule create -vserver NewSVM -policyname exp_vol1q2

-clientmatch host1519s -rwrule sys -superuser sys

3. qtree にポリシーを適用します。

◦ volume qtree modify -vserver NewSVM -qtree-path /vol/vol1/q_1472 -export

-policy exp_vol1q1

◦ [次の 4 つの qtree…]

◦ volume qtree modify -vserver NewSVM -qtree-path /vol/vol1/q_2237 -export

-policy exp_vol1q2

◦ [次の 4 つの qtree…]

後でこれらのホストに qtree を追加する必要がある場合は、同じエクスポートポリシーを使用します。
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